
第５回御殿場市市民協働型まちづくり推進協議会 視察研修 

 

 

１ 日 時  平成２８年１１月８日（火） 

 

２ 行 先  神奈川県相模原市 

 

３ 日 程 

7：55 出発 市民会館 第 2 駐車場 

9:50-11:50 視察 
相模原市役所 市民協働推進課 

＊相模原市の市民協働推進について 

13:30-14:30 見学 宇宙航空研究開発機構 相模原キャンパス 

15:15-16:00 視察 市民・大学交流センター「ユニコムプラザさがみはら」 

17:45 到着 市民会館 第 2 駐車場 

 

４ 参加者 

 

（合計 14 名） 

 

氏名 所属 

横山 貴子 

市民協働型まちづくり推進協議会 

小宮山 洋子 

勝又 浩吉 

渡邉 惠子（会長） 

小松 豊 

勝間田 和子 

湯山 有朋 

中川 鈴代 

勝又 文弘 

勝亦 惠美子 
御殿場市民活動支援センター 

三改木 由美 

黒石 啓太 明治大学 

鈴木 峻介 
事務局 

寺島 梓 



 視察前 視察後 

会長 相模原市の先進事例から多くのことを学

びたい。また、普段行くことのできない

JAXAでの貴重な経験が楽しみ。 

相模原市のように、団体・個人に対しての

プログラムを充実させることができれば。

また、JAXAの謙虚な姿勢が印象的だった。 

横山貴子 御殿場よりも規模の大きな相模原市と、

JAXAも楽しみ。 

地域活動・補助金制度がしっかりしている。

ファンド制度もよかった。御殿場駅前開発

の審議会委員として、御殿場駅もユニコム

プラザのようになって欲しい。 

小宮山洋子 視察研修には何度も参加しているが、毎回

新しい発見がある。御殿場市とどのような

違があるか楽しみ。 

補助金を申請してから決定するまでの猶予

が一年もあり、御殿場市より長い。じっく

り練って、的確な事業が行われると思う。

地域づくり大学は取り組みはよいが、定員

に達していないそうなので、広報に問題が

あるように思った。 

勝亦惠美子 大田区・杉並区・横須賀市以降、久しぶり

の視察研修。他の市町の支援センターはそ

れぞれ各市町に合わせた形態を持ってい

るので、学ぶことが多く参考にしたい。 

相模原市の市民活動サポートセンターを見

学し、スタッフの話を聞ければもっと良か

った。 

三改木由美 ２回目の参加。小さい事でも参考にできる

よう、施設や印刷物など目を光らせて見て

みたい。 

ユニコムプラザで市民活動支援センターが

出張講座を行っている点は参考になった。

市民活動支援センターは中間支援施設とし

て団体の身近にあると認識ができた。 

シェアードオフィス（ユニコムプラザ内）

の利用者は「色々な団体が使用しているが

利用者同士の交流が少ないのが課題。」と言

っていた。 

勝又文弘 自分が図書館を抱えている部署なので、交

流センターなどの施設を見ることが楽し

み。 

大きな街で、大学と若い人が多いことは御

殿場市と違うが、田舎の方に行くほど高齢

化し、コミュニティのつながりが強くなる

ことは同様に感じた。社会教育課で、地域

づくり大学の講座を参考にしたい。 

勝又浩吉 御殿場市とは規模が違うが、勉強になるこ

とが多いと思うので楽しみ。 

地域づくり大学はまちづくりの底辺を広げ

ていくための考え方としては大切。 

作業委員会が終了する前に視察に行ってい

たら、推進プランに反映できと思う。 

勝間田和子 他市を見て、御殿場市とどのような違いが

あるのか興味がある。普段では体験するこ

とのない有意義な時間になると思う。 

地域への助成を有意義に使うことができれ

ば。施設を見た時は活気がないように感じ

たが、色々と工夫された設備を見て、駅前

の再開発が改めてすごいと感じた。 

湯山有朋 規模も桁数も違う市だけど、その中でも何

か一つでも吸収し、今後につなげていきた

い。 

今の御殿場市と相模原市の制度を照らし合

わせ、今後どれが適しているのか再考して

いきたい。ユニコムプラザは施設が立派な

のにもかかわらず、利用者が少なかったの

が残念。 

11月 8日（火）第 5回市民協働型まちづくり推進協議会 

相模原市視察研修 参加者所感まとめ 



 

小松豊 ＮＰＯ団体が市の活性化にどのように関

わっているか興味がある。 

御殿場市も、地域の皆さんが参加をする事

業が増えればよい。森づくりは担い手の高

齢化が目立つようだ。 

中川鈴代 神奈川県で３番目に大きい市だが、人口比

の NPO 法人数は御殿場市も負けていな

い。市民協働事業等色々と学びたい。 

相模原市は大学もあり、人口も多く、科学

技術や文化的にレベルが高い。御殿場市の

身の丈にあった活動を考えていきたい。 

鈴木 学生時代に住んでいた。市民・大学交流セ

ンターで、若い世代の取り入れ方を学びた

い。 

今後は民間同士で支え合うというシステム

も大切。御殿場市もファンドを設立できる

といい。 

寺島 ＨＰには申請書や決算書などが掲載され

ていた。市民活動団体だけではなく、事務

局の様子など、色々と学びたい。 

御殿場市よりも補助金の内容が綿密である

が、市民に分かりやすく説明がされている

のか、どれぐらい理解されているのか気に

なった。 

相模原市の規模は大きいが、抱えている問

題は御殿場市と共通していて、さほど変わ

らない。 


